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レイヤ 4～レイヤ 7サービス
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）では、アプリケーションのキーの一部としてサー
ビスを扱います。必要とされるすべてのサービスが、Cisco Application Policy Infrastructure
Controller（APIC）から ACIファブリックでインスタンス化されるサービスグラフとして扱わ
れます)。アプリケーションに対してサービスを定義し、サービスグラフはアプリケーション
が必要とする一連のネットワークまたはサービス機能を識別します。

Cisco ACI Virtual Edgeリリース 1.2(1)以降、レイヤ 4～レイヤ 7のサービスグラフがCisco ACI
Virtual Edgeでサポートされます。

CiscoACIVirtual Edgeのレイヤ 4～レイヤ 7のサービスグラフの設定に関する詳細は、『Cisco
APIC Layer 4 to Layer 7 Services Deployment Guide』を参照してください。ただし、最初にこの章
の次のセクションにある注意事項に従い、制限事項を理解する必要があります。

『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 ServicesDeployment Guide』の手順に従う場合、VMware分散型
仮想スイッチ（DVS）VMMドメイン上にサービスを設定する代わりに、スイッチングモード
として AVEを持つ Cisco ACI Virtual Edge VMMドメイン上にサービスを設定してください。

ガイドラインとレイヤ 7構成のレイヤ 4の制限事項
Cisco ACI Virtual Edgeのレイヤ 4からレイヤ 7のサービスグラフを設定する準備をする場合
は、このセクションのガイドラインに従ってください。

•レイヤ 4からレイヤ 7サービスは、初期リリースではルーテッドモードでのみサポートさ
れています。透過モードはサポートされていません。
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• HAのペアの両方のサービス VMを同じCisco ACI Virtual Edgeの後ろにデプロイしないで
ください。

配備後にHAペアの両方のサービスVMが同じ Cisco ACI Virtual Edgeの後ろで終わらない
ようにするには、VMホスト類似性ルールを作成します。これにより、HAペアの各サー
ビス VMが異なるホスト上で動作することが可能になります。

VMホストアフィニティルールを作成するときは、[Type]として、[Virtual Machines to
Hosts]を選択し、[Must run on hosts in group]を選択します。VMホストアフィニティルー
ルの作成の詳細については、対応する vSphereバージョンの Vmwareのドキュメントを参
照してください。

•非サービス VMをサービス EPGに手動で関連付けしてはいけません。単一のホスト上の
任意の時点で、各サービス EPGの 1つのエンドポイントのみがサポートされます。

• Cisco ACI Virtual Edge にデプロイされたサービスVMインタフェースにはタグを付けませ
ん。 Cisco ACI Virtual Edge はトランクポートグループをサポートしていません。

• Cisco ACI Virtual Edgeは、仮想MACベースのサービス VMのデプロイをサポートしてい
ません。

Cisco ACI Virtual EdgeでサポートされているサービスVMデプロイモードは、スタンドア
ロンおよび HAモード (アクティブ/スタンバイ)です。

• Cisco ACI Virtual Edgeは、サービス VMの vMotionをサポートします。

Vmware環境でのサービスVMのvMotionのサポートについては、
対応するベンダーのドキュメントを参照してください。vMotion
のサポートはベンダー固有のものであり、特定のガイドラインと

制限事項があります。

（注）

• Cisco ACI Virtual Edgeでは、サービスグラフベースのデプロイメントのみがサポートさ
れています。

• Cisco ACI Virtual Edgeは、ルートピアリング、トランキングポート、および無作為モー
ドをサポートしていません。

• Cisco Application Virtual Switch（AVS）ドメインに展開されているレイヤ 4からレイヤ 7
のサービスを Cisco ACI Virtual Edgeに移行することはできません。

移行を進めるには、シスコのAVS上のサービスの展開を解除してください。また、VMware
VDSドメインからCiscoACIVirtual Edgeに移行する際、コンシューマおよびプロバイダー
の EPGを Cisco ACI Virtual Edgeに移すことはできますが、レイヤ 4からレイヤ 7のサー
ビスの EPGは VMware VDSに属します。詳細については、『Cisco ACI Virtual Edge
Installation Guide』の「Migration from VMware VDS to CiscoACI Virtual Edge」の章を参照し
てください。

•サービスVMの管理インターフェイスとHAインターフェイスがVDS/vSwitch上にあるこ
とを確認します。
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ガイドラインとレイヤ 7構成のレイヤ 4の制限事項

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/tsd-products-support-series-home.html#Cisco_ACI_Virtual_Edge
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/tsd-products-support-series-home.html#Cisco_ACI_Virtual_Edge


• Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを構成する場合は、VLANプールをドメインに関連
付けることが必須です。

サービスVMはVLANカプセル化モードで Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインにデプロ
イされるため、VLANプールをドメインに関連付ける必要があります。VLANプールの内
部範囲と外部範囲の両方を設定します。詳細については、このガイドの混合モードのカプ

セル化章を参照してください。

• Compute VM (プロバイダーとコンシューマー)は、VXLANまたは VLANカプセル化モー
ドを使用して Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインに展開できます。

どちらのモードでもVMの計算をサポートするには、混在モードのカプセル化を使用して
Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを構成します。詳細については、このガイドの混合
モードのカプセル化章を参照してください。

限定されるサービスデバイス
Cisco ACI Virtual Edgeのためのサービスグラフ導入は、次のサービスデバイスに限定されま
す。

• Cisco適応型セキュリティ仮想アプライアンス（ASAv）1ファイアウォールバージョン
9.9(1)

Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインで ASAvを展開する前に、
externalIfと internalIfのモニタリングを有効にします。
CLIでモニタリングを有効にするには、ASAvでmonitor-interface
externalIfと monitor-interface internalIfコマンドを使用します。

（注）

• F5ネットワーク BIG-IPロードバランサ (アンマネージドモード)バージョン 13.1.0.3

• Citrix NetScaler VPX (アンマネージドモード)バージョン 11.0ビルド 70.16

サポートされる展開
Cisco ACI Virtual Edgeは次の展開をサポートしています。

•ルーテッドモードの ASAv

• F5ネットワーク BIG-IPロードバランサ (アンマネージドモード)

•ワンアームモード

•ツーアームモード

•スタンドアロンおよび HAモード (アクティブ/スタンバイ)
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限定されるサービスデバイス

Cisco-ACI-Virtual-Edge-Configuration-Guide-202_chapter4.pdf#nameddest=unique_14
Cisco-ACI-Virtual-Edge-Configuration-Guide-202_chapter4.pdf#nameddest=unique_14
Cisco-ACI-Virtual-Edge-Configuration-Guide-202_chapter4.pdf#nameddest=unique_14
Cisco-ACI-Virtual-Edge-Configuration-Guide-202_chapter4.pdf#nameddest=unique_14


• 1ノードおよび 2ノードの展開

Cisco ASAV、Citrix NetScaler、F5 BIG-IP ADCのブリッジ
ドメイン設定

Cisco ASAv、Citrix NetScaler、F5 BIG-IP ADCブリッジドメインを設定するときは、次の場合
を除き、一般的な設定を行うようにブリッジドメインを設定します。

アクション設定

[Flood]を選択します。L2不明のユニキャスト

チェックボックスをオンにします。[ARP Flooding]チェックボックス

この設定は展開によって異なります。たとえ

ば、CiscoACIファブリックをトラフィックに
ルートする場合、[Unicast Routing]チェック
ボックスをチェックします。さらに、内部の

ブリッジドメインを設定するときにエンドポ

イント接続を使用する場合、[UnicastRouting]
を有効にします。

[Unicast Routing]チェックボックス

参照

Cisco ACIのブリッジドメイン設定の詳細については、『Cisco APIC Layer 2 Networking
Configuration Guide』を参照してください。

サービスグラフ設計に関するブリッジドメインの設定についての全般情報は、『ServiceGraph
Design with Cisco application Centric Infrastructure White Paper』を参照してください。
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Cisco ASAV、Citrix NetScaler、F5 BIG-IP ADCのブリッジドメイン設定

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/application-centric-infrastructure/white-paper-c11-734298.html
https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/application-centric-infrastructure/white-paper-c11-734298.html
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